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口呼吸による問題 

•  唾液分泌低下・口腔乾燥・むし歯・歯周病・
口内炎・口臭 

•  顎骨の成長不全・歯列不正 

•  免疫力低下・全身の免疫異常・            　   
インフルエンザ・扁桃腺炎・気管支炎 

•  扁桃病巣感染症（アトピー性皮膚炎・       
関節リュウマチ・腎臓疾患・掌蹠膿疱症） 

•  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　背景と目的　１	 

口
呼
吸	 

遺伝	 

耳鼻科
疾患	 

哺乳	 

離乳	 

食事	 

癖	 
生活環
境	 

睡眠	 

遊び・
運動	 

受動喫
煙	 

考えられる,口呼吸の要因　	 

口呼吸が増えている 



効果的な予防法は何か？ 
口呼吸の予防は何が適切か知りたい 

対処法 
鼻炎,扁桃炎などの耳鼻科疾患の治療	 	 
「あいうべ体操」「パタカラ」「上顎の拡大」など 

　背景と目的　２	 

予防法 
哺乳指導,離乳食指導,前歯での補食指導 
などを中心に指導してきた.	

口呼吸の対処よりも予防を！	 
鼻が詰まるから口呼吸？扁桃肥大だから口呼吸？ 
生まれてすぐに鼻が詰まったり,扁桃肥大で鼻呼吸困難な子はいない. 
口呼吸によって扁桃肥大や鼻閉となる. 
ゆえに口呼吸は予防できる. 



歯科医院に来院した口呼吸を疑う小児37名（男19名,女18名,平均7.83歳）　　　
の保護者へアンケートによる調査を行った. 

「口呼吸を疑う小児」の基準, 
 
•  安静時に口唇が開いている 
•  口唇の乾燥を認める 
•  前歯部のみに色素の沈着を認める 
 
上記のいずれかを認める者とした. 
　　　　　　　 
 
	 アンケートについて　　・・・口呼吸の要因を予想して設問した. 

•  口呼吸についての意識,耳鼻科疾患既往,家族歴,哺乳様式,離乳食,食生活,態癖,空調
などを含めた生活環境,生活習慣,遊びや運動について設問 

•  来院時に回答できるよう,回答しやすく設問した.	 

　対象と方法	 

統計解析には,SPSS Statistics 17.0 を使用した.	
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　方法：アンケート	 



アンケート集計結果１	 
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 アンケートの結果	 

注：設問「いつから口呼吸だと思いましたか？」の回答を「口呼吸に気づいた歳」として表記.また回答した者を「口呼吸を認識する者」とした.	



「はい」の回答が50％以上認められた項目	 

　結果　＜すべての回答者＞　	 

「はい」の回答が50％以上認められなかった項目 

•  アレルギー性鼻炎、扁桃腺炎等の耳鼻科疾患既往 

•  離乳食の問題、手づかみ食べなどの食べ方, 
•  おしゃぶりの使用、哺乳様式、喫煙 
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　結果　＜口呼吸を意識する者のみ＞	 
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口呼吸を認識する者で「はい」の回答が50％以上認められた項目	 

「甘い物が好き」には有意差（P＜0.05）を認めた 	



1.  耳鼻科的疾患の既往,哺乳様式や離乳食,おしゃぶりの使用は口呼吸の要因と
は考えにくかった. 

2.  しかし,甘い物好き,偏食,空調,遊び方が口呼吸の要因であることが示唆され
た. 

 
              口呼吸は生活習慣の多要因によるものであることが示唆された. 
 
戦後の食生活の変化は偏食のみならず様々な問題を起こしているという.エアコン
などの空調設備も戦後に急速に普及してきた.空調設備の普及と口呼吸の増加が一
致するかは不明だが,空調設備の普及により鼻の外気の寒暖調整機能が衰え,鼻呼
吸の必要性が減弱することが口呼吸の一要因となったと推察する. 

口呼吸は自律神経の不調の要因であり,またその逆も要因となるという.食の変化や遊
び方の変化も同じく自律神経の不調をきたすため,口呼吸の要因となると考える.  

　まとめ　・　考察	 

寒い・暑い・乾燥した場所では長時間の口呼吸は困難である. 
	

遊びの変化が姿勢や呼吸器に影響する. 
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　これから	 

口呼吸の予防は健全な口腔機能の育成につながる. 
対処法よりも予防法を確立できるようにしたい. 
今後は要因を特定できるように,対照群も含め研究を深めていきたい.  

口呼吸の予防 
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